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はじめに 

 

 

介護保険制度における指定福祉用具貸与・販売事業所に常勤換算方法で２名以上の配置が義務付けられ

ている福祉用具専門相談員は、介護福祉士等の国家資格を所持しているか、各都道府県によって指定された

指定講習実施者が実施する福祉用具専門相談員指定講習（以下、指定講習）の修了が必要とされており、福

祉用具専門相談員のうち、約８割を指定講習修了者が占めています。 

この指定講習修了者が受講するカリキュラムは、当会が平成 25 年度に実施した老健事業「福祉用具専門

相談員の質の向上に向けた調査研究事業」の成果を踏まえ、福祉用具専門相談員の自立支援に資する福祉

用具の利用を図る観点から、講習時間をそれまでの 40時間に 10時間を加えた計 50時間に拡充するととも

に、学習内容の修得度を確認するための修了評価を位置付ける等、平成 27 年度に大幅な見直しが実施され

ました。 

以降、見直しが実施されていない中で、社会保障審議会介護給付費分科会における「令和３年度介護報酬

改定に関する審議報告」や令和４年９月にまとめられた「介護保険制度における福祉用具貸与・販売種目のあ

り方検討会」の議論の整理において、福祉用具の安全な利用の促進や福祉用具専門相談員の更なる質の向

上の観点に基づき、指定講習カリキュラム等の必要な見直しを検討していくべきとされました。 

本事業を進めるにあたっては、介護保険制度施行により専門職として位置付けられた福祉用具専門相談員

に対するこれまでの専門性向上等に資する取り組みを踏まえつつ、これから人口構造の変化や福祉用具製品

の種類の増加、WEB会議システムの充実等の社会環境の変化への対応が求められました。 

また、感染症や災害および認知症への対応力向上や、福祉用具の利用安全に向けた取り組みに加え、平成

27 年度以降の介護保険制度の改正内容や福祉用具専門相談員が多職種連携を通じ専門職として役割を果

たしていく上で必要となる知識やサービス提供時の実務に繋がる技術、技能を学ぶ機会を組み入れることの

重要性に関する検討を行いました。 

更には、指定講習実施者や福祉用具貸与事業者に向けたアンケート調査やヒアリング調査を通じて、新任

の福祉用具専門相談員に対する研修体制等における実態や課題の把握を行うとともに、指定講習カリキュラ

ムに加えるべき事項や目的、到達目標、講師の要件等についても検討を重ね指定講習カリキュラムの見直し案

をとりまとめました。 

本調査研究で見直しを行った指定講習カリキュラムの内容等が、福祉用具専門相談員の能力の向上に繋が

るとともに、福祉用具の安全な利用や PDCAの推進、それらを効果的に行うための多職種連携等の適切な実

施等、福祉用具サービスの質的向上の一助となれば幸いです。 

おわりに、本事業の実施においてご尽力を賜りました検討委員会の委員の皆様並びにアンケート・ヒアリング

調査の実施にご協力をいただいた関係者の皆様にこの場を借りて心から御礼申し上げます。 

 

 

 令和６年３月 

 一般社団法人 全国福祉用具専門相談員協会 
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